
生物学的製剤であるデュピクセント、イブグリース、ゾレアは、アトピー性皮膚
炎や慢性じんま疹の新しい治療薬です。従来のステロイド外用薬やじんま疹
で服用する内服薬に比べて、免疫の根本的な異常に働きかけ肌質改善を行う
のが特徴です。（全てペン型タイプの生物学的注射製剤です。）
アトピー性皮膚炎や慢性じんま疹は単なる肌トラブルではなく、体の中の免疫
異常によって起こる慢性疾患です。生物学的製剤は免疫の暴走、特に「
TYPE2炎症」と呼ばれる反応を抑えることで、かゆみや赤み、湿疹などを改善
していきます。従来の薬では改善が難しい中等症〜重症の患者さんへの新た
な希望となる治療法です。
この度当院でも導入開始し、治療は始めております。どのような治療になるの
かお話を聞いてみたい方はお気軽にご相談ください

※治療開始後は予約制となります。治療の流れは診察時にお聞き頂いて
大丈夫です。

※治療初回は問診や採血があります。当日処方してから2週間後以降に
ご予約を取っていただき施注開始となります。

※初回施注後はアナフィラキシー症状が出ないか確認のため、30分院内
待機が必要となります。

※施注間隔は製剤により異なりますが、必ず2週間後もしくは4週間後の
同じ曜日に施注するスケジュールとなります。（時間は同じでなくて
も大丈夫です。）

治療の流れは以下をご参照ください。

アトピー性皮膚炎と

慢性じんま疹の

新しい治療薬



Ｄ：デュピクセント
Ｉ：イブグリース
Ｚ：ゾレア

それぞれの製剤は適性がございますので、診察で医師とご相談ください。
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